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ま え が き 

 
本研究は、オーストラリア・シドニー大学のラッセル・ランスベリー教授の呼びかけ

により実施している国際比較調査（「自動車産業と銀行業の雇用関係に関する 5 カ国共同

研究」）であり、2003 年度から 3 年間にかけて日本、オーストラリア、アメリカ合衆国、

ドイツ、韓国の研究者が参加して調査が行われた。日本での調査は労働政策研究・研修

機構が主体となって研究チームを編成し、自動車産業に特化して実施している。調査対

象は 2 社、それぞれの労働組合を通じて、3 つの部門（生産、生産技術、開発設計）の

役割や機能、管理、労使関係等について把握することにあった。 
日本の調査チームでは、グローバル化が進行する自動車企業において、技術開発や生

産技術の国際競争力を維持するために、工場や生産技術、開発設計の部門でどのような

取り組みが現場で行われているのか、そのような中で労使関係はどのように取り結ばれ、

どのような変動に直面しているかに注目して調査研究を行った。また、近年多くの企業

で成果主義人事管理が相次いで導入されるなど人事改革がさかんに行われているが、自

動車企業における人事管理はどのように変化しているのかについても調査を進めた。  
本研究報告書が今後の自動車産業における働き方や労働に関する研究や政策の一助に

なれば幸いである。 
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